
 

新潟市営住宅及び共同施設の管理運営について 
 

 新潟市営住宅及び共同施設は新潟市が設置した施設で、指定管理者である「大成有

楽・三愛ビル管理共同企業体」が管理運営を行っています。 

 指定管理者制度は、公の施設管理運営を市から委任を受けた指定管理者が民間活力

を生かして主体的に行うことで、住民サービスの向上を図るとともに、経費の節減等

を図ることを目的としています。 

 市では、施設の機能を生かした効果的・効率的な管理運営を図るため、毎年度、指

定管理者の行う施設の管理運営が適切に行われ、良好なサービスが提供されているか

を確認・評価し、必要に応じて改善を行うことでサービスの維持向上に努めるととも

に、評価結果の施設への掲示及びホームページでの公表を行っています。 

 

 

 

評価対象施設 新潟市営住宅及び共同施設 

評価対象の指定管理者 大成有楽・三愛ビル管理共同企業体 

評価対象の期間 令和６年４月１日～令和７年３月３１日 

現在の指定管理期間 令和３年４月１日～令和８年３月３１日 

 

 

 

※ 評価は、各項目について下記のＡ～Ｃの基準で実施しました。 

 

評価基準 

Ａ 要求水準（＝評価指標）を達成し、かつその達成度・内容が優れ

ている。 

Ｂ 要求水準（＝評価指標）が達成されている。 

Ｃ 要求水準（＝評価指標）が達成されていない。 

 

 

 

 

 

 

評価に関するお問い合わせ 

新潟市建築部住環境政策課 公共住宅管理係 025-226-2817（直通） 



評価 コメント
1 入居関係業務

3 B
　入居希望者のニーズに合わせて適切な案内が行えてい
た。問題なく厳正に抽選会を遂行できていた。

評価 コメント
1 入居者管理業務

3

2 使用料徴収業務
3

3 相談等窓口業務
3

評価 コメント
1 住宅の巡回

3

2 修繕業務
3

3 保守点検業務
3

4 管理記録
3

評価 コメント
1 管理経費等の縮減

4

2 業務見直し
3

評価 コメント
1 適正な人員配置

3

2 個人情報保護
3

3 緊急体制及び災害等への対応
3

4 備品等の管理
3

5 市営住宅管理人との連絡調整
4

6 環境への配慮
3

６.総合評価
　物価や人件費が高騰する中、管理経費削減に努め、限られた予算内で指定管理業務を遂行できていた。また、市営住宅管理人に
対し適宜指導を行い、点検報告書の提出率向上が図れた点を評価する。
　施設管理においては、協定書・仕様書どおり実施できており、要求水準が達成されている。
　施設の老朽化に伴い、安心・安全に施設を利用していただくためにも保守点検業務が重要な業務となってくるので引き続き、適
切な保守管理業務を継続されたい。
　今後も、各種研修による職員のスキルアップや職員一体となった業務改善を図り、入居者サービス及び施設管理がより一層向上
することを期待する。

Ａ

　物価上昇の影響下の中、業務効率化を図ることで管理経
費等の削減に努めていた。

５.その他
評価項目

Ａ

　個々の職員の専門性を活かした適正配置がされている。
納入通知書等の誤送付が起こらないよう二重・三重の
チェックをするなど個人情報保護に努めていた。
　また、市営住宅管理人と連携し、適切に管理業務が行え
ていた。

３.施設管理サービス
評価項目

B

　修繕業務においては、施設の老朽化が進む中、劣化した
部分や不具合部分を早期に修繕していた。また、保守点検
業務を年次計画どおり実施するとともに施設の維持管理記
録、報告が適切になされていた。

４.歳入歳出
評価項目

（万代）指定管理者評価結果シート（出席者評価用）

１.入居申込みサービス
評価項目

２.入居者管理サービス
評価項目

B

　入居者からの要望・苦情に対し、公平・公正に対応して
いた。市との情報連携が適切に行えていた。


